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令和８年 第3回（9月）定例会
８月２６日（水） 本会議（議案上程）
９月　３日（木） 本会議（一般質問）４日（金）

７日（月） 本会議（議案質疑）
９日（水） 総務文教常任委員会

１０日（木） 建設厚生常任委員会
１６日（水） 予算決算常任委員会
１７日（木） 予算決算常任委員会
１８日（金） 予算決算常任委員会
２５日（金） 本会議（委員長報告）

※いずれも午前10時開会予定。
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一
般
質
問

会
派
代
表
質
問

　
　

職
員
が
私
用
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
業

務
利
用
す
る
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
の
他
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に

つ
な
が
る
恐
れ
や
、
勤

務
中
に
私
用
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
操
作
す
る

行
為
が
「
公
務
か
私
用

か
」
の
判
別
が
つ
か
ず
、

職
場
規
律
の
維
持
を
困

難
に
す
る
等
の
懸
念
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
解
消

問

　
　

認
定
こ
ど
も
園

化
計
画
と
し
て
、
教
育

保
育
、
施
設
整
備
、
総

務
の
三
分
野
に
分
け
て

議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。

認
定
こ
ど
も
園
化
を
行

っ
た
自
治
体
で
は
、
こ

ど
も
や
保
護
者
、
施
設

側
に
混
乱
が
起
き
、
運

営
面
で
の
課
題
が
あ
る

と
聞
く
が
、
各
分
野
や

保
育
所
・
幼
稚
園
側
の

課
題
等
に
つ
い
て
聞
く
。

問

　
　

家
族
関
係
の
多

様
化
に
伴
い
、
頼
れ
る

身
寄
り
が
い
な
い
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
々
は
、

日
常
生
活
に
お
け
る
不

安
だ
け
で
な
く
、
医
療

や
介
護
の
意
思
決
定
、

さ
ら
に
は
葬
儀
や
納
骨
、

死
後
事
務
の
手
続
き
な

ど
、
人
生
の
最
終
段
階

に
お
い
て
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

問

　
　

私
鉄
バ
ス
運
行

担
当
者
の
声
を
聞
く
機

会
が
あ
り
、
バ
ス
の
小

型
化
の
意
見
や
、
乗
務

員
・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

の
不
足
な
ど
、
現
場
の

窮
状
を
感
じ
た
が
、
公

共
交
通
事
業
者
の
支
援

に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

ま
た
、
今
後
の
公
共

交
通
と
し
て
、
昼
間
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導

入
の
検
討
も
必
要
だ
と

問

し
、
平
時
の
業
務
の
Ｄ

Ｘ
化
に
よ
る
効
率
化
及

び
災
害
時
の
情
報
共
有

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

公
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
早
期
導
入
を
行
う
べ

き
だ
が
、
見
解
を
聞
く
。

　
　

公
用
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
つ
い
て
は
、

迅
速
な
情
報
共
有
が
可

能
と
な
る
事
、
実
効
的

な
通
信
端
末
が
増
加
す

答

　
　

教
育
保
育
部
会

で
は
、
現
場
職
員
と
議

論
す
る
な
ど
意
識
醸
成

に
努
め
、
施
設
整
備
部

会
で
は
、
建
築
資
材
高

騰
に
よ
る
課
題
や
、
施

工
に
あ
た
り
こ
ど
も
の

安
全
の
確
保
等
に
努
め
、

総
務
部
会
で
は
、
新
た

な
給
与
制
度
の
構
築
や

人
員
体
制
の
あ
り
方
な

ど
実
務
的
な
検
討
を
進

め
る
。
ま
た
、
保
育
所

答

こ
れ
ら
の
高
齢
者
の

現
状
と
相
談
支
援
の
状

況
、
ま
た
頼
れ
る
身
寄

り
が
い
な
い
高
齢
者
等

へ
の
「
終
活
相
談
パ
ネ

ル
の
設
置
」
と
終
活
支

援
に
対
す
る
施
策
展
開

に
つ
い
て
聞
く
。

　
　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
、
今
後
の

生
活
へ
の
漠
然
と
し
た

不
安
の
他
、「
遠
方
の
親

答

思
う
が
、
見
解
を
聞
く
。

　
　

金
剛
ふ
る
さ
と

バ
ス
で
は
、
バ
ス
の
規

模
は
実
情
に
応
じ
た
運

用
を
し
て
い
る
。
乗
務

員
・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

の
不
足
に
つ
い
て
、
国

や
府
の
支
援
制
度
の
動

向
を
注
視
し
必
要
な
支

援
に
つ
い
て
協
議
会
で

検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
現
状
の
オ
ン

答

る
事
で
、
災
害
対
応
に

お
い
て
大
変
有
効
と
考

え
る
。
公
用
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
導
入
は
、
災

害
対
応
の
向
上
に
加
え
、

平
時
に
お
け
る
業
務
の

効
率
化
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

さ
ら
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
観
点
か
ら
も
有
効

と
考
え
る
。
導
入
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る
。

側
の
課
題
は
、
研
修
等

の
時
間
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
安
心
し

て
参
加
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
、
幼
稚
園

側
で
は
、
勤
務
環
境
の

変
化
に
よ
る
不
安
の
解

消
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

丁
寧
な
情
報
提
供
を
行

い
、
現
場
の
意
見
を
大

切
に
し
て
い
く
。

族
に
頼
れ
ず
、
将
来
の

入
院
手
続
き
が
心
配
」

等
の
相
談
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
対
し
て
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
て
社
会

資
源
を
活
用
し
な
が
ら

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

「
終
活
相
談
パ
ネ
ル
の

設
置
」
は
、
担
う
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
に
訪
れ
た
方
が

『
終
活
の
相
談
も
で
き

る
窓
口
で
あ
る
』
と
直

感
的
に
理
解
で
き
る
よ

う
、
窓
口
に
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
な
ど
進
め
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
計

画
の
予
定
は
な
い
が
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を

含
め
た
持
続
可
能
な
公

共
交
通
を
研
究
す
る
。

災
害
時
に
も
活
躍
す
る

公
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
導
入
を
求
め
て

認
定
こ
ど
も
園
化
計
画
に
関
わ
る

諸
課
題
に
つ
い
て

頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者
等
へ
の

終
活
支
援
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
交
通
政
策
に
つ
い
て

公
明
党
　
草
尾 

勝
司

と
ん
だ
ば
や
し
未
来
　
辰
巳 

真
司
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こ
れ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
質
問
の
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

会
派
代
表
質
問

一
般
質
問

　
　

本
市
の
観
光
業

を
稼
ぐ
産
業
と
位
置
付

け
て
い
く
た
め
、
宿
泊

施
設
・
駐
車
場
整
備
に

よ
る
滞
在
型
観
光
の
推

進
や
、
明
日
香
村
の
事

例
を
参
考
に
、
企
業
誘

致
・
公
民
連
携
の
地
域

経
済
活
性
化
の
考
え
に

つ
い
て
聞
く
。
ま
た
、

新
し
い
産
業
分
野
と
し

て
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
を
拠

点
に
多
様
な
主
体
が
連

問

　
　

副
首
都
・
大
阪

の
実
現
は
本
市
発
展
の

好
機
と
捉
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
大
阪
府
に
お

け
る
副
首
都
構
想
の
実

現
は
、
本
市
の
発
展
に

も
繋
が
る
と
考
え
る
が

見
解
を
聞
く
。
ま
た
、

本
市
は
副
首
都
構
想
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
い
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
描
く

の
か
見
解
を
聞
く
。

問

　
　

こ
ど
も
へ
の
性

犯
罪
が
増
加
し
て
お
り
、

子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら

守
る
意
識
改
革
と
学
校

内
施
設
整
備
等
の
防
止

体
制
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
。
本
市
で
発
生
し

た
中
学
教
員
逮
捕
事
件

を
教
訓
に
、
保
護
者
・

警
察
・
福
祉
の
連
携
や

「
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
お
お
さ

か
」
の
よ
う
な
相
談
・

心
の
ケ
ア
体
制
の
周
知
、

問

　
　

本
年
三
月
二
十

八
日
に
サ
バ
ー
フ
ァ
ー

ム
で
発
生
し
た
埋
設
給

水
管
の
漏
水
事
案
を
踏

ま
え
、
来
園
者
に
影
響

を
与
え
る
事
案
が
発
生

し
た
場
合
の
、
市
民
へ

の
公
表
や
説
明
責
任
及

び
議
会
へ
の
情
報
共
有

の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
見
直
し
て
い
く
の
か
、

市
の
見
解
を
聞
く
。

ま
た
、
今
後
、
施
設

問

携
し
、
本
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
基
盤
と
な
る
観
光
共

創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
を
求
め
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
く
。

　
　

観
光
は
稼
ぐ
産

業
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
宿
泊
施

設
・
駐
車
場
整
備
の
必

要
性
や
、
明
日
香
村
の

事
例
か
ら
、
地
域
経
済

の
活
性
化
等
に
つ
な
が

答

　
　

府
域
全
体
で
の

防
災
力
の
向
上
や
、
人

口
増
加
、
産
業
・
教
育

機
関
の
集
積
が
進
む
こ

と
が
本
市
の
発
展
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

本
市
に
は
国
の
出
先
機

関
が
あ
り
、
国
家
機
能

を
支
え
る
エ
リ
ア
と
し

て
の
存
在
感
の
向
上
や
、

危
機
管
理
機
能
の
強
化

な
ど
に
資
す
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
南
河
内
地

答

教
職
員
研
修
や
学
校
施

設
の
死
角
を
な
く
す
な

ど
、
再
発
防
止
の
強
化
、

相
談
窓
口
カ
ー
ド
や
啓

発
の
充
実
に
つ
い
て
求

め
る
。

　
　

不
祥
事
防
止
研

修
、
校
舎
内
の
施
設
点

検
、
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ

の
確
認
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
本
市
教
育
委

員
会
と
し
て
、
児
童
生

答

の
都
合
に
よ
り
来
園
者

へ
退
園
を
お
願
い
す
る

事
案
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
入
園
無
料
券
や

サ
ー
ビ
ス
券
の
配
布
な

ど
、
来
園
者
へ
の
配
慮

や
再
来
園
に
つ
な
が
る

対
応
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
く
。

　

 

今
回
の
事
案
を

踏
ま
え
、
市
民
へ
の
説

答

る
た
め
、
民
間
事
業
者

と
の
連
携
を
調
査
す
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
で
は
多
様

な
機
関
と
連
携
を
進
め

て
い
る
が
、
観
光
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
に
関
し
て
、
持
続

可
能
な
観
光
振
興
実
現

の
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
他
の
事
例

等
も
参
考
に
研
究
す
る
。

域
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
生
か
し
た
良
好
な
居

住
環
境
の
提
供
に
加
え
、

副
首
都
形
成
の
進
展
に

伴
う
交
通
網
整
備
な
ど

の
広
域
イ
ン
フ
ラ
へ
の

投
資
に
よ
り
、
企
業
立

地
の
促
進
や
広
域
的
な

人
流
・
物
流
の
円
滑
化

に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

徒
を
性
暴
力
の
被
害
者

に
さ
せ
な
い
決
意
の
も

と
、
国
・
府
の
施
策
や

他
市
の
事
例
を
参
考
に

調
査
す
る
。

明
責
任
の
観
点
か
ら
、

公
表
や
情
報
共
有
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
検
証

を
行
っ
た
う
え
で
早
急

に
見
直
す
。
ま
た
、
入

園
無
料
券
や
サ
ー
ビ
ス

券
等
の
配
布
に
よ
る
、

再
来
園
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
同
様
の

事
案
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
そ
の
影
響
の

程
度
や
状
況
を
踏
ま
え

た
来
園
者
へ
の
適
切
な

対
応
等
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。

富
田
林
の
観
光
振
興
全
般
に
つ
い
て

副
首
都
構
想
に
つ
い
て

子
ど
も
へ
の
性
犯
罪
防
止
に
つ
い
て

（
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
法
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
）

サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
に
お
け
る

埋
設
給
水
管
の
漏
水
事
案
を
踏
ま
え
て

自
民
・
笑
顔
の
会
　
南
方 

泉

大
阪
維
新
の
会
　
酒
本 

千
紘
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会
派
代
表
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

個
人
質
問

　
　

富
田
林
霊
園
の

新
規
使
用
許
可
数
は
、

令
和
七
年
度
は
七
件
に

減
少
し
、
返
還
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

今
後
、
五
十
年
間
で

三
千
体
の
合
葬
墓
需
要

を
見
込
む
根
拠
を
聞
く
。

ま
た
、
墓
地
の
返
還

数
増
加
、
管
理
料
収
入

の
減
少
、
維
持
管
理
費
、

送
迎
バ
ス
等
、
一
般
財

源
に
よ
る
負
担
リ
ス
ク

問

　
　

長
期
未
着
手
の

都
市
計
画
道
路
は
、
市

民
の
土
地
利
用
に
制
限

が
残
り
続
け
る
た
め
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

交
通
量
調
査
等
を
通

じ
、
問
題
点
や
課
題
を

洗
い
出
し
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
結
び
付

く
も
の
と
し
て
調
査
・

検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
既

存
の
道
路
資
源
を
い
か

問

　
　

生
成
Ａ
Ｉ
は
二

十
四
時
間
対
応
・
多
言

語
対
応
・
手
続
き
案
内

な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
大
き
な
可
能
性

を
持
つ
。
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
活
用
で
、
多

様
な
議
論
の
事
前
洗
い

出
し
や
、
近
い
将
来
、

市
民
が
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
に
補
助
金
申
請
を

指
示
し
、
Ａ
Ｉ
が
電
子

申
請
を
完
結
さ
せ
る
時

問

　
　

高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
進
む
中
、
き

ら
め
き
農
業
塾
が
農
業

で
生
計
を
立
て
ら
れ
る

担
い
手
を
育
成
で
き
て

い
る
の
か
見
解
を
聞
く
。

栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、

経
営
や
販
売
、
所
得
目

標
の
指
導
内
容
、
卒
業

生
の
就
農
継
続
状
況
、

独
立
就
農
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
市
の
見
解
を

聞
く
。

問

を
含
め
た
、
霊
園
全
体

の
長
期
収
支
を
市
民
に

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

加
え
て
、
景
観
整
備

よ
り
も
、
歩
道
・
園
路

の
安
全
対
策
を
優
先
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
市

の
見
解
を
聞
く
。

　
　

合
葬
墓
の
需
要

は
、
「
大
阪
府
方
式
」

に
よ
り
、
実
需
要
に
近

づ
け
る
よ
う
試
算
し
た
。

答

に
有
効
活
用
す
る
か
が

重
要
で
あ
る
が
、
市
の

見
解
を
聞
く
。

　
　

都
市
計
画
道
路

見
直
し
の
判
断
と
し
て

交
通
量
調
査
を
予
定
し

て
い
る
。
こ
れ
は
既
存

道
路
に
お
け
る
課
題
や

問
題
点
を
把
握
す
る
資

料
と
し
て
も
利
用
で
き
、

関
係
課
と
情
報
共
有
・

連
携
を
図
る
こ
と
で
、

答

代
が
現
実
の
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
先
行

的
に
課
題
と
リ
ス
ク
を

整
理
し
、
Ａ
Ｉ
時
代
に

お
け
る
方
針
や
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
直
す
こ
と

な
ど
、
今
後
の
推
進
方

針
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　

今
後
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
生
成
Ａ

Ｉ
や
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
の

答

　
　

農
業
塾
で
は
栽

培
技
術
に
加
え
、
営
農

計
画
や
販
売
戦
略
、
経

営
を
学
ぶ
座
学
や
販
売

実
習
を
実
施
し
、
卒
業

後
も
所
得
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
支
援
し

て
い
る
。
現
在
十
四
人

が
雇
用
就
農
し
、
う
ち

十
一
人
が
市
内
で
就
農

し
て
い
る
。
独
立
就
農

後
の
経
営
安
定
に
向
け

た
支
援
は
、
農
地
確
保

答

霊
園
全
体
の
長
期
収

支
は
、
民
間
事
業
者
の

提
案
に
よ
っ
て
変
動
す

る
部
分
が
多
い
た
め
、

事
業
者
の
提
案
を
踏
ま

え
て
示
し
た
い
。

ま
た
、
水
景
施
設
撤

去
後
の
整
備
は
植
栽
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
費
用
対

効
果
や
安
全
性
を
考
慮

し
て
検
討
す
る
。

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
に
活
用
で
き
る

と
考
え
る
。
本
市
で
も

朝
の
通
勤
時
間
帯
で
の

渋
滞
が
課
題
の
路
線
が

あ
り
、
既
存
道
路
を
活

か
し
た
道
路
拡
幅
や
改

良
な
ど
課
題
を
整
理
し

た
う
え
で
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
道
路
交
通

網
を
検
討
し
て
い
く
。

見
直
し
の
中
で
整
理
し
、

位
置
付
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
。
市
と
し

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
課
題
も
踏
ま
え
、

生
成
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
活
用
を
検

討
し
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
対

応
し
た
行
政
基
盤
の
強

化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
り
組
む
。

や
青
年
等
就
農
資
金
制

度
の
周
知
や
申
請
手
続

き
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
就
農
初
期
の

不
安
定
な
時
期
で
も
安

定
し
た
収
入
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
支
援
を
大
阪

府
や
大
阪
南
農
業
協
同

組
合
と
も
連
携
し
、
営

農
指
導
を
進
め
る
。

富
田
林
斎
場・富
田
林
霊
園
大
規
模
改
修

基
本
計
画
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
と

ま
ち
づ
く
り
連
携
に
つ
い
て

生
成
Ａ
Ｉ・Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
時
代
に

お
け
る
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
に
つ
い
て

き
ら
め
き
農
業
塾
に
よ
る
担
い
手
育
成
と

新
規
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

伊
東 

寛
光

岩
﨑 

哲
也 
坂
口 

真
紀

京
谷 

精
久 
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こ
れ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
質
問
の
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問

個
人
質
問

個
人
質
問

一
般
質
問

　
　

高
齢
化
の
進
展

等
に
よ
り
、
交
通
不
便

地
域
の
移
動
支
援
の
充

実
が
課
題
で
あ
る
。

介
護
・
障
が
い
制
度

の
狭
間
に
あ
る
高
齢
者

へ
の
移
動
支
援
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

群
馬
県
高
崎
市
で
は
車

い
す
に
対
応
し
た
予
約

不
要
な
小
型
車
両
が
地

域
を
巡
回
し
、
病
院
や

公
共
施
設
等
へ
の
移
動

問

　
　

市
民
会
館
は
建

設
後
約
五
十
年
経
過
に

よ
る
老
朽
化
が
進
み
、

今
後
更
な
る
改
修
費
用

が
見
込
ま
れ
る
が
、
建

替
え
の
選
択
肢
は
な
い

の
か
。
ま
た
、
喜
志
の

湯
に
つ
い
て
再
開
を
望

む
声
が
多
く
、
健
康
維

持
や
介
護
予
防
等
の
役

割
も
担
う
施
設
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
再
開
に

向
け
て
現
在
の
進
捗
状

問

　
　

イ
ラ
ン
戦
争
に

よ
り
物
資
調
達
等
が
懸

念
さ
れ
、
地
元
事
業
者

が
相
談
で
き
る
窓
口
の

設
置
及
び
周
知
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

市
内
の
事
業
者
か
ら
も
、

物
価
高
騰
や
資
材
確
保

が
難
し
く
、
工
事
を
請

け
負
え
な
い
事
態
が
出

る
な
ど
、
事
業
者
に
対

し
、
国
や
大
阪
府
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
た

問

支
援
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
課

題
や
取
組
を
研
究
す
る

考
え
は
あ
る
か
市
の
見

解
を
聞
く
。

　
　

移
動
問
題
は
、

福
祉
支
援
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本

年
六
月
三
日
成
立
の
法

改
正
に
よ
り
、
市
町
村

主
導
で
多
様
な
事
業
者

答

況
と
今
後
の
予
定
、
介

護
予
防
の
観
点
か
ら
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
等
の
運
動

設
備
の
設
置
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
聞
く
。

　
　

市
民
会
館
施
設

の
長
寿
命
化
の
改
修
を

適
宜
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
施
設
の
維
持
に

努
め
る
。
喜
志
の
湯
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
再

開
時
期
は
未
定
で
あ
り
、

答

直
接
支
援
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
聞
く
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
経

営
に
関
す
る
相
談
を
受

付
し
、
相
談
者
の
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
国
の

制
度
の
情
報
提
供
な
ど
、

必
要
な
支
援
に
努
め
て

き
た
。
今
般
の
情
勢
を

受
け
、
大
阪
府
や
日
本

政
策
金
融
公
庫
が
相
談

答

等
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

他
市
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
日
常
の
移

動
手
段
の
確
保
を
含
め

た
交
通
と
福
祉
の
横
断

連
携
で
高
齢
者
等
の
移

動
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施

策
を
調
査
・
研
究
す
る
。

公
衆
浴
場
許
可
の
取
得

に
向
け
て
必
要
な
改
修

等
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
運
動
設
備
に
つ
い

て
、
介
護
予
防
等
に
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
費
用
や
設
置

場
所
の
課
題
も
あ
り
、

他
施
設
と
の
役
割
分
担

も
踏
ま
え
、
施
設
運
営

全
体
の
中
で
研
究
す
る
。

窓
口
を
開
設
し
て
お
り
、

相
談
内
容
に
応
じ
た
特

別
相
談
窓
口
の
案
内
や

周
知
に
努
め
る
。
ま
た
、

現
時
点
で
、
市
独
自
の

直
接
支
援
制
度
を
実
施

す
る
予
定
は
な
い
が
、

国
・
大
阪
府
の
対
応
を

注
視
す
る
な
ど
、
必
要

な
支
援
策
に
つ
い
て
調

査
研
究
す
る
。

スマートフォンでも見られます 熱中症予防のための
情 報・資 料サイト
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_taisaku/

「熱中症」は、高温な環境下で、発汗による体温調節等がうまく働かなくなり、体内に熱がこもることに
よって様々な症状がみられる状態を指します。 屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症
し、場合によっては死亡することもあります。熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に
気をつけるとともに、周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

熱中症
とは

厚労省　熱中症予防

『熱中症警戒アラート』発表時には、外出をなるべく控え、暑さを避けましょう

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じていなくても
こまめに水分を補給

こまめに水分を補給する！

エアコン等で
温度をこまめに調節

遮光カーテン・すだれの
利用、打ち水の実施

外出時には日傘の使用、
帽子の着用

天気のよい日は日陰の
利用、こまめな休憩

吸湿性・速乾性のある
通気性のよい衣服を着用

保冷剤、氷、冷たい
タオルなどで、からだを
冷やす

暑さを避ける！

高
齢
化
に
伴
う
本
市
の

地
域
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

市
民
会
館
の
充
実
を
求
め
て

イ
ラ
ン
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
い
る

地
元
企
業
へ
の
直
接
支
援
を
求
め
て

今
城 

克
久

寺
尾 

千
秋 

山
本 

剛
史  
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定
例
会
概
要

市
議
会
で
は
、
次
の

方
の
推
薦
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員

荒
木　

純
子　
　

氏

佐
々
田
あ
け
み　

氏

▼
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

国
が
進
め
る
予
防
接

種
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
、
本
市
が
任
意

で
実
施
す
る
予
防
接
種

事
業
に
お
い
て
、
個
人

番
号
及
び
特
定
個
人
情

報
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

関
係
法
令
が
規
定
す
る

独
自
利
用
事
務
と
し
て

定
め
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
健
康
づ
く
り

推
進
課
ま
で
）

▼
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

本
市
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
医
療
機

関
等
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
普
及

に
伴
い
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
等
を
利
用
し
た
資

格
確
認
に
対
応
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
保
険
年
金
課

ま
で
）

▼
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

令
和
八
年
度
の
介
護

保
険
料
算
定
に
限
る
特

例
措
置
に
よ
り
、
令
和

八
年
度
住
民
税
が
課
さ

れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
、
介
護

保
険
料
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

（
詳
細
は
高
齢
介
護
課

ま
で
）

▼
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正

国
の
法
改
正
等
に
よ

り
、
漢
字
圏
の
外
国
人

住
民
の
登
録
範
囲
の
拡

大
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

と
一
体
化
し
た
特
定
在

留
カ
ー
ド
又
は
特
定
特

別
永
住
者
証
明
書
を
用

い
た
コ
ン
ビ
ニ
等
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
対
応
等
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
、
市
民
窓
口

課
ま
で
）

▼
財
産
の
取
得
（
新
庁

舎
議
場
等
映
像
音
響
設

備
用
機
器
）

新
庁
舎
建
設
に
伴
い

議
場
、
全
員
協
議
会
室
、

委
員
会
室
に
設
置
す
る

映
像
・
音
響
設
備
に
つ

い
て
構
築
す
る
た
め
の

映
像
音
響
設
備
用
機
器

を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
契
約
検
査
課

ま
で
）

▼
（
Ｒ
８
―
浸
）
重
要

樋
門
遠
隔
操
作
盤
更
新

工
事
請
負
契
約
締
結

新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、

本
庁
舎
に
設
置
し
て
い

る
市
内
各
所
の
樋
門
を

遠
隔
操
作
す
る
遠
隔
操

作
盤
の
更
新
工
事
を
行

う
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
契
約
検
査
課

ま
で
）

▼
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
こ
れ
に

伴
う
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議

大
阪
広
域
水
道
企
業

団
が
共
同
処
理
す
る
事

務
に
泉
大
津
市
、
箕
面

市
及
び
門
真
市
に
係
る

水
道
事
業
の
経
営
に
関

す
る
事
務
を
追
加
し
、

規
約
の
変
更
を
行
う
も

の
で
す
。

（
詳
細
は
下
水
道
課
ま

で
）

（
一
般
会
計
）

一
般
会
計
補
正
予
算

第
一
号
は
、
令
和
七
年

六
月
の
最
高
裁
判
決
を

踏
ま
え
た
生
活
保
護
費

等
の
追
加
給
付
に
伴
う

事
務
経
費
及
び
扶
助
費

や
、
富
田
林
興
正
寺
別

院
が
実
施
す
る
保
存
修

理
事
業
に
対
す
る
補
助

金
の
補
正
、
税
制
改

正
・
制
度
改
正
に
対
応

す
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修

委
託
料
の
増
額
が
主
な

も
の
で
す
。

（
特
別
会
計
）

令
和
七
年
度
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業

費
補
助
金
の
確
定
に
伴

う
、
国
へ
の
精
算
金
の

た
め
の
補
正
で
す
。

▼
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー

に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
と
法
的
枠
組
み
の
整

備
を
求
め
る
意
見
書

国
に
対
し
、
ケ
ア
ラ

ー
を
支
援
す
る
た
め
の

実
態
把
握
、
相
談
支
援
、

情
報
提
供
、
休
息
確
保

等
に
つ
い
て
、
分
野
横

断
的
に
取
り
組
む
法
的

枠
組
み
を
整
備
す
る
こ

と
な
ど
の
支
援
の
強
化

を
求
め
る
も
の
で
、
本

会
議
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
住
宅
宿
泊
事
業
に
対

す
る
監
督
体
制
の
強
化

と
住
環
境
保
全
を
求
め

る
意
見
書

国
に
対
し
、
住
環
境

の
保
全
を
最
優
先
に
、

住
宅
地
に
お
け
る
民
泊

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

居
住
者
の
意
向
を
反
映

で
き
る
仕
組
み
の
構
築

を
含
め
た
制
度
の
全
体

的
な
検
証
と
必
要
な
法

的
措
置
を
講
じ
る
こ
と

な
ど
を
強
く
求
め
る
も

の
で
、
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
可
決
さ
れ
た

各
意
見
書
は
、
内
閣
を

は
じ
め
関
係
機
関
へ
送

付
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

条
例
案
件

そ
の
他

補
正
予
算

意
見
書
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委
員
会
審
査

（
Ｒ
８
ー
浸
）
重
要
樋

門
遠
隔
操
作
盤
更
新
工

事
請
負
契
約
締
結

　
　

重
要
樋
門
及
び
、

重
要
樋
門
遠
隔
操
作
盤

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

重
要
樋
門
と
は
、

防
災
対
策
の
目
的
で
設

置
し
て
い
る
ゲ
ー
ト
で
、

開
閉
す
る
こ
と
に
よ
り

水
が
流
れ
る
方
向
や
水

量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
。
重
要
樋
門
遠
隔
操

作
盤
に
つ
い
て
は
、
大

雨
時
に
水
路
か
ら
溢
水

し
な
い
よ
う
、
河
川
に

放
流
す
る
為
の
樋
門
の

開
閉
操
作
盤
の
こ
と
で

あ
る
。

　
　

今
回
、
遠
隔
操

作
盤
及
び
観
測
局
等
を

更
新
す
る
が
、
今
後
の

保
守
・
修
繕
を
他
社
で

も
実
施
で
き
る
よ
う
、

完
成
図
書
や
操
作
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
は
、
市
に
適

切
に
引
き
渡
さ
れ
る
の

か
。

　
　

更
新
後
に
お
け

問答問答

アンケートのご回答を
お願いします

ＱＲコードを読み込み、ス
マートフォン等で回答いただ
けます。

市ウェブサイトにも掲載して
います。

①議会だよりに
ついてのアンケート

②議会映像ライブ
配信の字幕表示に
ついてのアンケート

る
保
守
・
修
繕
に
つ
い

て
、
複
数
業
者
が
対
応

可
能
と
な
っ
て
お
り
、

完
成
図
書
や
操
作
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
更
新
後
の
保

守
・
修
繕
に
必
要
な
関

係
図
書
等
に
つ
い
て
は
、

特
記
仕
様
書
の
提
出
書

類
と
し
て
記
載
し
、
市

に
適
切
に
引
き
渡
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
よ
り
本
市
の

医
療
費
助
成
制
度
に
対

応
す
る
こ
と
で
、
医
療

機
関
等
に
は
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
か
。

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
、

問答

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
よ
り
、
医
療
機
関
等

は
患
者
の
医
療
費
助
成

の
受
給
資
格
情
報
を
シ

ス
テ
ム
上
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
医
療

証
の
確
認
事
務
の
負
担

軽
減
や
確
認
漏
れ
の
防

止
、
窓
口
業
務
の
効
率

化
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。一

方
、
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
制
度
開
始

当
初
は
、
利
用
者
や
医

療
機
関
に
お
い
て
運
用

方
法
の
理
解
が
十
分
で

な
い
こ
と
か
ら
、
一
時

的
に
問
い
合
わ
せ
の
増

加
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
な
場
合
は
費
用

の
負
担
が
発
生
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
　

子
ど
も
医
療
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
及

び
、
重
度
障
が
い
者
医

療
に
係
る
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
が
で
き
る
よ
う
、
シ

ス
テ
ム
改
修
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
は
、

紙
の
医
療
証
の
発
行
が

な
く
な
る
の
か
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
庁
が

整
備
す
る
自
治
体
と
医

療
機
関
等
を
つ
な
ぐ
情

報
連
携
の
仕
組
み
は
、

現
時
点
で
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
等
で
対
応
が

完
了
し
て
い
な
い
た
め
、

当
面
の
間
は
、
従
来
ど

お
り
紙
の
医
療
証
を
発

行
す
る
と
と
も
に
、
紙

の
医
療
証
と
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
を
併
用
し

な
が
ら
運
用
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　

最
高
裁
判
決
に

伴
う
生
活
保
護
費
の
追

加
給
付
に
関
し
て
、
支

給
手
続
き
は
ど
の
よ
う

問答問

な
も
の
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　

対
象
と
な
っ
た

世
帯
で
現
在
も
本
市
で

受
給
中
の
場
合
は
、
申

出
の
必
要
は
な
く
、
追

加
給
付
を
行
う
。
な
お
、

平
成
二
十
五
年
八
月
以

降
の
期
間
に
お
い
て
、

他
の
自
治
体
で
保
護
を

受
給
し
て
い
た
場
合
は
、

当
時
の
保
護
を
受
給
し

て
い
た
自
治
体
へ
の
申

出
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
現
在
、
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
廃
止
世
帯
は
、
当
時

の
世
帯
主
か
ら
申
出
を

行
っ
た
後
、
追
加
給
付

の
予
定
で
、
支
給
方
法

に
つ
い
て
は
、
原
則
、

口
座
振
り
込
み
と
な
る
。

答

画像＝厚生労働省ホームページより

委
員
会
審
査
さ
れ
た

後
は
ど
う
な
る
の
？

富
田
林
市
で
は
総
務

文
教
、
建
設
厚
生
、
予

算
決
算
の
三
つ
の
常
任

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

各
委
員
会
で
審
査
さ

れ
た
後
、
委
員
会
報
告

書
を
作
り
、
委
員
長
か

ら
議
長
へ
提
出
す
る
と

と
も
に
、
本
会
議
に
お

い
て
、
審
査
の
経
過
と

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
員
会
の

経
過
と
結
果
に
対
す
る

質
疑
、
討
論
、
採
決
と

進
み
ま
す
。

議
会
用
語
Ｑ
＆
Ａ

委
員
会
審
査
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議決結果一覧表（全会一致のみ）
件　　　　　　名 結　果

条
例
案
件

●行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
●地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
●家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
●特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
●乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
●子ども医療費の助成に関する条例の一部改正
●介護保険条例の一部改正
●印鑑条例の一部改正

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

補
正
予
算

●令和８年度一般会計補正予算（第１号）
●令和８年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決
原案可決

そ
の
他

●農業委員会委員の任命
●人権擁護委員の推薦
●財産の取得（新庁舎議場等映像音響設備用機器）
●大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う
　大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議
●大阪府後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議
●和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分報告
●（Ｒ８－浸）重要樋門遠隔操作盤更新工事請負契約締結
●すべてのケアラーに対する包括的な支援と法的枠組みの整備を求める意見書
●住宅宿泊事業に対する監督体制の強化と住環境保全を求める意見書
（令和７年度各種報告）
●一般会計予算継続費繰越計算の報告
●一般会計予算繰越明許費繰越計算の報告
●一般財団法人富田林市公園緑化協会の経営状況報告
●公益財団法人富田林市文化振興事業団の経営状況報告
●富田林学校給食株式会社の経営状況報告

同　　意
異議なし
原案可決
原案可決

原案可決
報告受理
原案可決
原案可決
原案可決

報告受理
報告受理
報告受理
報告受理
報告受理

令和8年第2回（6月）定例会 議案に対する賛否一覧表
賛否一覧表

（全員一致の議案以外を掲載します）
公
明
党

と
ん
だ

ば
や
し

未
来

自
民・

笑
顔
の

会 大
阪
維

新
の
会

無
会
派

議決 
結果

議　　　　案

遠
藤　
智
子

村
山　
理
恵

堀
辺
ま
ゆ
み

草
尾　
勝
司

尾
崎　
哲
哉

南
齋　
哲
平

辰
巳　
真
司

南
方　
　
泉

今
城　
克
久

西
川　
　
宏

酒
本　
千
紘

寺
内　
裕
介

伊
東　
寛
光

岩
﨑　
哲
也

山
本　
剛
史

寺
尾　
千
秋

坂
口　
真
紀

京
谷　
精
久

議員の議員報酬の特例に関する条例の一部改正 × × × × × × × × ×
議
長

〇 〇 〇 〇 × × ××原案否決

市議会議員定数条例の一部改正 × × × × × × × × × 〇 〇 〇〇××××原案否決

○賛成　×反対　※議長は採決には加わりません

全員一致

編
集
後
記

連
日
、
厳
し
い
暑

さ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ま
体
調
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
二
百
六

十
八
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

本
号
で
は
六
月
定

例
会
で
行
わ
れ
た
一

般
質
問
な
ど
を
中
心

に
掲
載
し
ま
し
た
。

今
後
も
広
報
委
員

一
同
、
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
愛
読
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【（
二
五
）一
〇
〇
〇

内
線
九
四
一
八
】


